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記録 

能ってどんなもの？ 

キーワード「能と小学校」 

Ｔが、能を通して、小学校と大学がどのように連携していくことができるのか、 

考えてみる必要があることを指摘した。 

そのあと、このクラスで自分に何ができるのか・どんな役割をこなせるのかを 

一人ずつ述べた。 

第一回ブレーンストーミング 

テーマ１「小学生にどのように能を教えるのか」 

→Ｄが、ブレストの出発点として、ランドセルのかわいい女の子をセンターイメージ 

として模造紙の中心に書いた。 

→それに続き全員が、自分の意見をどんどん模造紙に書いていく。 

例・・・ 能面を作る。能面で遊ぶ。 

小学生の関心をひきつけるためのイベント企画等々。 

テーマ２「面をどのように使うか、そしてどうやって作るか」 

→ＴＡが面を書く。わずか１０秒で完成♪ 

例・・・表情あてクイズ。面が２つに割れて、そこから顔が・・・というアイデア。 

粘土で面を作る、等の意見が出た。 

今後の授業展開の説明。 

l ５月中旬までに基本計画を立てる。 

l 能についての基本的な知識を得る 

→能についての知識を得るために、Ｄから勉強会を開いてはどうかという提案があ 

り、検討した結果、 金曜 4講時終了後に行なうことを原則とすることになった。 

他に火曜日 5講時も候補日となった。 

l そして、ＴＡが能についての参考文献リストを作成、 配付することが決まった。 また、 

Ｉから、能楽協会のサイトが充実しているという情報があり、全員、このサイトを読 

んでくることになった。


